
１

は
じ
め
に

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
の
制
定
お
よ
び
国
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
閣
議
決
定
等
に
よ
る
「
地
方
創
生
」
政
策
に

基
づ
き
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
に
向
け
て
、
各
地

方
自
治
体
が
策
定
し
た
「（
第
１
期
）
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地

方
版
総
合
戦
略
」
が
、
２
０
１
９
年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間
の
終

了
を
迎
え
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
第

２
期
の
策
定
に
関
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

一
方
、
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
９
年
６
月
に
公
表
し
た
「
平
成

３０
年
（
２
０
１
８
）
人
口
動
態
統
計
月
報
年
計
（
概
数
）」
に
よ

る
と
、
女
性
１
人
が
一
生
の
間
に
生
む
子
ど
も
の
数
と
さ
れ
る

「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
１
・
４２
と
、
前
年
か
ら
０
・
０１
低
下
し

３９

地
方
自
治
体
が
将
来
人
口
推
計
を
行
う
意
義
の

原
点
を
振
り
返
る

政
策
コ
ン
テ
ン
ツ
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ア
メ
ン
バ
ー

株
式
会
社
富
士
通
総
研

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

鬼
澤

翔
太
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た
も
の
の
概
ね
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
２
０
１
８
年
の
出

生
数
は
９１
万
８
３
９
７
人
で
過
去
最
低
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
転

入
超
過
に
よ
る
東
京
圏
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
）
へ
の
人
口
集
中
も
依
然
と
し
て
進
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、
人
口
問
題
へ
の
関
心
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
っ

て
い
る
一
方
、「
地
方
創
生
」
の
実
態
と
し
て
は
改
善
の
兆
し
が

見
え
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
の
現
状
や
課
題
・
要
因
の
正
し

い
認
識
を
促
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
自
治
体
運
営
に
大
き
く
寄

与
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
の
「
人
口
推
計
」
の
活
用
に
つ
い
て
留

意
す
べ
き
点
を
整
理
す
る
。

２

将
来
人
口
推
計
の
類
型
と
使
い
方

人
口
推
計
の
具
体
的
な
手
法
や
、
推
計
を
実
施
す
る
際
の
基
礎

的
な
留
意
点
に
つ
い
て
は
割
愛
（
注
釈
）
す
る
が
、
人
口
推
計
の

類
型
は
大
き
く
３
つ
に
整
理
が
可
能
で
あ
る
。

１
つ
目
は
、
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
人
口
推
計
で
あ
り
、

政
策
立
案
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
最
も
起
こ
り
う
る
状
態
を
想
定

し
た
将
来
人
口
の
予
測
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

２
つ
目
は
、
シ
ナ
リ
オ
提
示
と
し
て
の
人
口
推
計
で
あ
り
、
政

策
効
果
の
予
測
な
ど
を
目
的
と
し
て

「
人
口
変
動
の
三
要
素
」
で
あ
る
出

生
・
死
亡
・
移
動
（
転
入
・
転
出
）

に
関
し
て
特
定
の
条
件
を
設
定
し
、

人
口
が
受
け
る
影
響
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
策
定

済
の
（
第
１
期
）
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、

出
生
や
移
動
に
つ
い
て
異
な
る
仮
定

値
を
設
定
し
た
将
来
人
口
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
政
策
の
効
果
を
見

込
ん
だ
場
合
の
将
来
人
口
の
展
望
を

実
施
し
て
い
る
。

３
つ
目
は
、
指
標
（
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
）
と
し
て
の
人
口
推
計
で
あ
り
、

推
計
実
施
か
ら
時
間
が
経
緯
し
た
後
、

推
計
実
施
時
の
想
定
と
実
際
の
人
口

推
移
を
比
較
・
検
証
す
る
も
の
で
あ

る
。

図表１ 人口推計の類型と使い方

類型 使い方

一般的な人口推計 過去の人口動態などをもとに、最も起こりうる状態を想定した
将来人口を予測する。

シナリオとしての人口推
計（人口展望）

出生・死亡・移動の人口変動要因について特定の条件を設定し、
人口が受ける影響のシミュレーションを行う。

比較・検証のための人口
推計（ベンチマーク）

推計実施時の想定と、その後の実際の人口推移を比較・検証す
る。
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３

「
地
方
創
生
」
以
降
の
将
来
人
口
推
計
に
関
す
る

議
論
の
概
観

国
全
体
が
人
口
減
少
と
な
る
中
、
既
に
人
口
減
少
と
な
っ
て
い

る
地
域
が
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
一
定
の
人
口
規
模
を
維
持

す
る
こ
と
や
、
現
時
点
で
は
人
口
増
加
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
お

い
て
中
長
期
的
に
増
加
傾
向
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
は
、

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
地
方
創
生
」
政
策
は
、
人
口
減
少
の
現
実
と
そ
の
結
果
と
し

て
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
影
響
を
、
行
政
・
市
民
・
事
業
者
等
の

多
く
の
関
係
者
に
対
し
て
広
く
認
識
さ
せ
た
と
い
う
点
で
は
意
義

が
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少
に
関
す
る
危
機
感
や
問

題
意
識
が
広
く
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少
の
将
来
人

口
推
計
結
果
を
提
示
す
る
こ
と
へ
の
過
度
な
拒
否
反
応
が
生
ま
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
数
の
利
害
関
係
者
や
政
治
的
な
調
整
の
的
と

な
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
人
口
推
計
は
将
来
の
状
況
に
関
す
る
試
算
で
あ

り
、
仮
に
推
計
結
果
が
人
口
減
少
を
見
込
む
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
規
模
（
人
数
）
や
速
度
、
対
象
（
年
齢
、
性
別
な
ど
）

が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
る
か
は
、
そ
の
時
を
迎
え
る

ま
で
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
将
来
人
口
推
計
の
結

果
を
人
口
増
加
や
維
持
・
微
減
に
調
整
し
た
と
こ

ろ
で
、
人
口
減
少
の
要
因
の
把
握
と
効
果
的
か
つ

具
体
的
な
施
策
が
な
け
れ
ば
、
将
来
の
人
口
動
態

は
推
計
結
果
と
ま
っ
た
く
の
別
物
と
な
る
だ
け
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
推
計
の
算
出
プ
ロ
セ
ス
の
妥

当
性
と
は
別
に
、
将
来
人
口
推
計
の
「
結
果
」
の

み
が
、
ひ
と
り
歩
き
し
、
推
計
結
果
が
あ
た
か
も

確
定
し
た
未
来
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
先
述
し
た
人
口
推
計
の
類
型

の
う
ち
、「（
一
般
的
な
）
人
口
推
計
」
と
「
人
口

展
望
」
が
混
在
し
、
過
去
の
人
口
動
態
等
の
客
観

的
な
根
拠
や
、
人
口
の
維
持
・
増
加
に
向
け
た
具

体
的
施
策
が
伴
わ
な
い
、
希
望
的
観
測
に
基
づ
く

推
計
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
将
来
人
口
推
計
の
結
果
に
関
す
る
合
意
形
成
に
は
時
間

と
コ
ス
ト
を
費
や
す
の
に
対
し
、
一
度
「
確
定
」
し
た
将
来
人
口

推
計
に
関
し
て
、
そ
の
後
の
人
口
動
態
と
の
比
較
や
数
値
の
ズ
レ

に
関
す
る
要
因
分
析
、
人
口
政
策
の
効
果
の
検
証
は
ほ
と
ん
ど
な

図表２ 「地方創生」以降の将来人口推計の扱われ方

① 人口減少への過度な拒否反応
② 実績ベースの人口推計と、シナリオとしての人口展望の混在
③ 人口推計と現実の人口動態の検証の未実施
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さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
人
口
推
計
の
類
型
・

使
い
方
の
う
ち
、「
比
較
・
検
証
の
た
め
の
人
口
推
計
」
と
し
て

は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
と
見
込
ま
れ
る
。

な
お
、
希
望
的
観
測
に
よ
る
将
来
人
口
推
計
が
検
証
さ
れ
な
い

ま
ま
、「
地
方
創
生
」
以
外
の
文
脈
に
お
い
て
将
来
人
口
推
計
を

実
施
す
る
際
に
も
波
及
し
、
総
合
計
画
策
定
や
個
別
計
画
に
お
け

る
行
政
需
要
の
試
算
な
ど
に
用
い
る
推
計
に
お
い
て
も
、
人
口
推

計
と
人
口
展
望
が
混
在
し
た
よ
う
な
将
来
人
口
推
計
が
示
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
て
い
る
。

４

将
来
人
口
推
計
を
適
切
に
活
用
す
る
た
め
の
留
意
点

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
将
来
人
口
推
計
を
適
切
に
活

用
す
る
た
め
の
具
体
的
な
留
意
点
を
整
理
す
る
。

（
１
）
推
計
結
果
の
取
扱
い

第
１
に
、
推
計
結
果
の
取
扱
い
で
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
将

来
人
口
推
計
は
確
定
し
て
い
な
い
未
来
に
関
す
る
試
算
で
あ
り
、

推
計
結
果
よ
り
も
む
し
ろ
推
計
時
の
条
件
設
定
が
重
要
と
な
る
点

に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
過
去
の
推
移
等
の
客
観
的

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
れ
ば
精
度
を
無
視
し
て
も
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
地
域
の
関
係
者
の
主
観
的
な
印
象
等
も
踏
ま
え
、

よ
り
納
得
感
の
あ
る
推
計
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
２
）
詳
細
な
条
件
設
定
と
推
計
結
果
の
精
度
の
関
連
性

第
２
に
、
行
政
区
域
内
の
地
区
や
小
学
校
区
・
中
学
校
区
と

い
っ
た
地
域
区
分
、
児
童
・
生
徒
数
、
高
齢
者
と
い
っ
た
対
象
者

の
属
性
を
細
か
く
設
定
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
推
計
の
精
度
に

寄
与
し
な
い
と
い
う
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

①

地
区
別
推
計

行
政
区
域
内
で
人
口
動
態
が
大
き
く
異
な
る
場
合
、
地
区
別

に
推
計
を
実
施
し
、
各
地
域
の
特
徴
を
把
握
し
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
は
高
い
。
た
だ
し
、
一
般
的
に
、
母
数
と
な
る
人
口
の

規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
推
計
誤
差
は
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、

地
区
で
対
象
者
を
分
類
し
た
際
に
ど
の
程
度
の
人
口
規
模
と
な

る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
で
人
口
推
計
を
行
う
場
合
、

年
齢
別
・
男
女
別
に
人
口
変
動
の
三
要
素
（
出
生
・
死
亡
・
移

動
）
に
関
す
る
仮
定
値
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
母
数
と
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な
る
人
口
の
規
模
が
限
ら
れ
、
既
に
人
口
減
少
が
あ
る
程
度
進

ん
で
い
る
地
域
の
場
合
は
、
１
人
当
た
り
の
人
口
変
動
が
母
数

へ
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
り
、
推
計
結
果
が
大
き
く
増
減
す

る
懸
念
が
あ
る
。

地
区
別
推
計
に
当
た
っ
て
は
、
推
計
に
要
す
る
コ
ス
ト
に
対

し
て
、
推
計
結
果
の
精
度
が
見
合
わ
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、

推
計
結
果
の
使
用
目
的
に
応
じ
て
地
区
別
推
計
が
本
当
に
必
要

か
、
推
計
を
行
う
場
合
で
も
地
区
の
分
類
や
推
計
期
間
、
年
齢

階
級
な
ど
を
見
直
し
、
一
定
の
規
模
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

②

対
象
者
の
属
性
別
の
推
計

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
予
測
や
公
共
施
設
の
設
置
・
統
廃
合

の
検
討
の
た
め
に
将
来
人
口
推
計
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

総
合
戦
略
や
総
合
計
画
等
で
実
施
す
る
行
政
区
域
全
体
の
推
計

と
は
推
計
の
目
的
や
使
わ
れ
方
が
異
な
る
た
め
、
そ
も
そ
も
流

用
す
る
こ
と
が
適
切
か
ど
う
か
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
小
学
校
・
中
学
校
の
統
廃
合
に
向
け
た
検
討
に
、

児
童
・
生
徒
数
推
計
を
用
い
る
場
合
、
児
童
・
生
徒
数
の
推
計

結
果
を
上
振
れ
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
児
童
・
生
徒
数
に
対
し
て

必
要
性
の
低
い
施
設
の
洗
い
出
し
が
十
分
に
検
討
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
小
学
校
・
中
学
校
の
新
設
・
増

築
を
検
討
す
る
場
合
で
は
、
児
童
・
生
徒
数
の
推
計
結
果
を
下

振
れ
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
児
童
・
生
徒
数
に
対
し
て
必
要
な
環

境
を
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
小
学
校
・
中
学
校
の
統
廃
合
や
新
設
・
増
築
の

検
討
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
数
が
、
学
校
数
や
教
室
数
の
増

減
の
基
準
と
な
る
値
を
ま
た
ぐ
可
能
性
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
を

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
総
合
戦
略
・
総
合
計
画
の
策

定
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
る
、
全
世
代
の
人
口
動
態
を
総
合

的
に
反
映
さ
せ
た
人
口
推
計
よ
り
も
、
推
計
の
目
的
に
合
わ
せ

た
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
の
人
口
推
計
が
求
め
ら
れ
る
。

５

お
わ
り
に

地
方
自
治
体
が
将
来
人
口
推
計
を
実
施
す
る
意
義
は
、
推
計
結

果
そ
の
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
推
計
の
過
程
を
通
し

て
地
域
の
人
口
変
動
要
因
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
の
影
響
の
程
度

を
見
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
・
戦
略
的
に
自
治
体
運
営
を
行

う
活
用
に
あ
る
。

近
年
で
は
、
あ
る
地
域
に
居
住
す
る
「
定
住
人
口
」
と
観
光
等
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に
よ
っ
て
地
域
を
訪
れ
た
「
交
流
人
口
」
の
中
間
に
位
置
し
、
地

域
や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
を
指
す
「
関
係

人
口
」
に
つ
い
て
の
議
論
も
進
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
自
治
体
運

営
に
お
け
る
人
口
問
題
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
人
口
問
題
の
克
服
に
向
け
、

人
口
推
計
が
政
策
形
成
と
分
離
し
た
形
で
形
式
的
、
手
続
き
的
に

行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
脱
却
し
、
戦
略
的
な
自
治
体
運
営
の
た
め

に
人
口
推
計
を
適
切
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

〔
注
〕

人
口
の
推
計
手
法
に
関
し
て
は
、
下
記
を
参
照
。（
鬼
澤
翔
太
「
地
方
自
治
体
に

お
け
る
人
口
推
計
結
果
の
評
価
・
活
用
の
あ
り
方（
１
）―
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地

方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
た
め
に
―
」『
政
策
研
究
３
月

号
』
２
０
１
６
年
３
月

https://w
w
w
.pppnew

s.org/files/research/2015/re
2015_12_160325.pdf

）

人
口
の
推
計
結
果
の
検
証
、
分
析
、
評
価
に
関
し
て
は
、
下
記
を
参
照
。（
鬼
澤

翔
太
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
口
推
計
結
果
の
評
価
・
活
用
の
あ
り
方（
２
）―
地

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
た
め

に
―
」『
政
策
研
究
４
月
号
』
２
０
１
６
年
４
月

https://w
w
w
.pppnew

s.org/
files/research/2016/re

2016_1_160425.pdf)

＊
政
策
コ
ン
テ
ン
ツ
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
株
式
会
社
富
士
通
総

研
公
共
セ
ク
タ
ー
、
北
海
道
大
学
法
学
研
究
科
宮
脇
研
究
室
、

神
戸
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所
が
連
携
ハ
ブ
と
な
り
、
国
・
地
方
自

治
体
・
民
間
企
業
の
メ
ン
バ
ー
を
架
橋
し
、
政
策
的
課
題
を
多

面
的
に
検
討
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
本
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
課
題
認
識
、
政
策
創
造
の
視
点
等
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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